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る乙とを考慮して FET化を試み， その発振条件と， 発振周波数の安定度について検討してい
る。また，乙れらの理論解析および実験結果を用い，可変容量ダイオードを使って，無接点チュ
ーナを試作した結果について，その諸特性を検討している。
第3章では，ディジタノレ 1Cの入出力特性を逆三角関数で近似表示することによるディジタノレ
1 C発振器の解析法を提案し， リミットサイクノレを用いて乙の近似表示の妥当性を検討するとと
もに，乙の発振器の周期解を求め，実験結果と比較検討している。同時に，新しく定義したディ
ジタノレ 1Cのゲイン・パラメータを用いて発振条件を求め，このゲイン・パラメータが発振器に
及ぼす影響と，このゲイン・パラメータに関する実験的考察を試みている。
第4章では，本論文のしめくくりとして結論的な記述を行なっている。
文の審査結果の要旨
本論文に述べられている研究業績を要約すると次のようになる。
(1) 受信装置における高周波入力部のひとつの構成要素である高周波増幅器に，電界効果トラン
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ジスタを用いた場合について，その混変調特性の改善等についての理論的取扱い，および設計
に際しての指針を導き出した。
(2) 受信装置における高周波入力部の他の構成要素である周波数混合器および局部発振器に，電
界効果トランジスタを用いた場合について，それらの変換利得，安定度等についての理論的取
扱い，および設計に際しての指針を導き出すとともに，受信装置の高周波入力部をすべて集積
回路化するための基礎資料を明らかにした。
(3) 集積回路化に適した発振回路を，ディジタル集積回路を用いて構成する方法を提案し，実験
lとより，乙の方法の有用性を示した。
(4) 非線形能素子を用いた発振器に対する回路方程式の一般的誘導法を提案し，この回路方程式
を2パラメータ非線形微分方程式と名付けるとともに，発振振幅と発振周波数の一般的な解法
を誘導した。
このように著者は受信装置の集積回路化について，高周波入力部の集積回路化，および発振回
路の集積回路化について研究し，その業績は，各種受信装置の集積回路化に寄与している。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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